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「デザイン理論」投稿規程
1.内 容:デ ザイ ンに関す る未発表の論
文,研 究報告等。
2。投稿 資格:本 会会員
3.採 択:採 否及 び掲載号 につ いては編
集委員会が決定す る。
4.査 読:学 術論文 につ いて は,編 集委
員会が査読者2名 に依頼す る。
査読結果 は編 集委 員会 が本人
に通知す る。結果 は,(A)無条
件採用,(B)条件採用,(O不採
用 とする。
5.執 筆要領:別 に定 める。
6.提 出期限:基 本 的には随時。 ただ し,学
術論文 は,査 読の ため,5月
春号掲載希望 は,1月15日,
11月秋号掲載希望 は,6月30
日を〆切 りとす る。
昭和37年11月11日改正,昭 和60年11月8日改正
平成2年11月10日改正,平 成6年7月9日 改正
平成14年11月9日改正,平 成18年11月18日改正
学術論文以外は,これは投稿
予告の期限で,実際の投稿期
限は,そ れぞれ3月31日,8
月31日となります。
7.提 出 先:意 匠学会編集委員会
付記(著作権について)
・本学会誌に掲載された論文の著作権およ
び編集出版権は本学会に帰属するものと
する。
たとえば論文集または電子データの形で
出版する権利,ま たデジタル ・アーカイ
ヴ化等の権利である。
・ただし著者本人が利用する場合には制約
を受けない。
なお以上の規程は,平成18年11月18日より
発効する。
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「デザイン理論」執筆要領
1.原 稿
・原稿 は,ワ ー プロあ るいはパ ソコ ン ・ソ
フ トで作成す ることが望 ま しい。
・A4大 の用 紙 に1行40字,1頁32行 程度
で作成す ること。
・学術論文 の場合 は,A4サ イズの レイァ
ウ ト見本3部 同封 して編集委員会宛 に投
稿す るこ と。(テ キ ス ト・デー タ,図 表
版 下あるいは図表 データは査読を経て掲
載 が決 ま った段 階で,最 終原稿 として最
終 的な レイアウ ト見本 とともに編集委 員
会宛 に郵送 する。)
・研究報告 の場合 は,テ キ ス トおよび図表
データとA4サ イズの レイア ウ ト見本 を
郵送す る。
・書評,図 書紹介,発 表要 旨については,
テキス トお よび図表データ とA4サ イズ
の レイアウ ト見本を編集事務局 に郵送す
るか,あ るいは編 集担当者 に電子 メール
に添付 して送付す る。
・学術論文,研 究報告,等 の本文デー タの
ファイル形式はプレー ン・テキス トか ワー
ドに限 る。
・学術論文,研 究報告,等 の図表をデー タ
で提 出する場合,フ ァイル形式 はJPEG,
TIFF等の一般 的な もの と し,解 像度,
画像 サイズ等 を適切 に設定す ること。 ま
たその場合 も必ず データのプ リン トア ウ
トを添付す ること。
。原 稿用紙 を使用す る場 合は,本 文 は400
字詰横書 き原稿用紙 を使用 し,レ イア ウ
ト見本 を付す。
平成17年7月23日 改正
・投稿 に際 して は,原 稿 にコピーを手許 に
保存す ること。
2.原 稿 の分量
・学術論文 と研究報告 の場合 は,本 文,図
版,図 表,注 等 をすべて含 めて,刷 り上
りで,14頁以 内。(400字詰原稿用紙で約
45枚)
・書評の場合 は,刷 り上 りで2頁,4頁,
6頁等偶数頁 に収 まることが望ま しい。
・図書紹介及 び発表要 旨の場合 は,刷 り上
りで2頁 に収 めること。
3.原 稿 の構成
・学術論文 と研究報告 の場合は,本 文(図
版,図 表,注 を含む)と は別 に欧文要 旨
(原則 として英文)を 添付す ること。
・本文第1頁 に,表 題,著 者名,所 属機関
名,キ ー ワー ド,目次 を付す こと。
・欧文要 旨は,刷 り上 り1頁 とす る。語数
は約200字。 当該言語 を母国語 とす る人
による校閲を得 てお くこ と。
・キー ワー ド(和 文 と英文)は ,そ れぞれ
5語以内 とする。
4.図 ・表の レイアウ トなど
・図版はモノ クローム とし,位 置の指 定,
大 きさ,レ イアウ ト,必 要な トリミング
な どはすべ て執筆者が行 うこと。
・図版 な どの著作権の問題があ ると思 われ
る場合は,執 筆者 自身が事前に許可をとっ
てお くこと。
・当学会 は,著 作権 についての責任 は負 わ
ない。
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編集後記
今春 『デザイン理論』は,記念すべき第50
号を迎えました。本来な ら何か記念号として
特集を組むべきところですが,手 にされた本
学会誌を見ても明らかなように,すでに盛り
だ くさんです。 これ以上の特集を組む余裕が
ありません。学術論文は過去最高に並ぶ掲載
数であり,書評 ・図書紹介も今までにな く盛
況です。学会員の活動が成果を生み出 してい
る証拠で もあり,喜ばしい限 りです。
今回か らの大きな変化として,会 報を 『デ
ザイン理論』に組み込むこととな りま した。
最近では会報は学会の記録的意味合いを濃 く
し,まとまりからしても組み込むことが妥当
だという役員会での意向によるものです。さ
らに背景には財政的な問題も抱えていました。
学会誌が年2回 の発行となったこと,学会事
務の部分的な委託経費等も重なって年々の繰
越金が減 り,早急な解決が望まれていました。
そのため本春号から印刷業者を指名入札によっ
て決めることになりました。結果としては相
当の減額の下で,従来の北斗プリン ト社にお
願いすることになりました。会報の組み込み
も印刷 ・発送費の減額につなが ります。また
学会事務 も外部委託する途が具体化しつつあ
ります。 こうした経過の下,会 員の皆様にも
多少の不利益を我慢 していただ く結果となり
ました。 これまで学術論文,研 究報告の執筆
者には抜き刷 りを無料で提供できていました
が,本 号から自己負担とな りました。
将来的には学会誌の電子ジャーナル化も必
要となるかもしれません。ホームページを通
じて掲載論文を閲覧可能にすることを検討す
る必要があります。昨年の総会では執筆者本
人の権利を制限しない範囲で,電 子化や編集
の権利を学会が有することを認めてもらいま
した。 もし電子ジャーナル化が本格化すれば,
紙媒体による 『デザイン理論』の発行をどう
するかという検討も必要になるでしょう。現
在のところはまだ検討 していません。話題と
して浮かび上がっている程度です。
このような状況の下,も しご意見がありま
したな ら,ど しどし編集事務局にお申 し出て
ください。率先 して改革に励む事務局とはい
えませんが,必 要な改革には取り組むつもり
です。(文 責:渡辺 眞)
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